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1年 に一度は胸部の
レン トゲン検査を受けましょう !
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群馬県理学療法士協会 事 務局 群 馬県前橋市大渡町 1-10

群馬県公社総合ビル 6F

TELi027-254-3237(平 日9i00～ 17i00)

当日間合せ iベイシア文化ホール TELi 027-23211
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どなたでもご自由に参加できます
縮

牧迫 飛雄馬 先生
重児島大学医学部保健学科理学療法学事政

皇醍理学療法学講座 教 授

i屯症予防研究の第一人者.著書、論文多数あり。近刊と
て
‐
どう向き合う?高齢者の認知機能」(文光堂)を上梓。
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健康は第一の寓である」(詩人・思想家、ラルフ・ワル ド・エマーソン)

二言われことがあるように、何事を行うにもlPe康であることが基本であ

、我々にとつて健康と|よ何事にも替えがたい優先|‖自位の極めて高い状態

二言/―るかもしれません。

本講浸では、日常のなかでもできる認矢□症および要介護の予防のため

つ更践方法を交えながら、基本的な考え方を紹介 します。認矢□症の予防、
｀
護予FJtのための基本的な考え方と日常のなかで実践できる予防方法を

考得 し、明日からの生活に活かしてみませんか。

一般社団法人 群 馬県理学療法士協会
後援 :群馬県 。前橋市


